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公
益
社
団
法
人
　
麻
布
法
人
会

『
第
7
回
通
常
総
会
』の
お
知
ら
せ

日
時
⃝
平
成
30
年
６
月
5
日（
火
）

　
　
　

総
会・懇
親
会

講
演
会
・
経
済
学
者　
清
家　
篤

会
場
⃝
明
治
記
念
館

　
　
　
住
所
／
港
区
元
赤
坂
２
―
２
―
23

　
　
　
電
話
／
０
３
―
３
４
０
３
―
１
１
７
１

対
象
⃝
麻
布
法
人
会
会
員

別
途
郵
送
に
て
ご
案
内
と
議
案
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
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決
算
法
人
説
明
会

日
時
／
５
月
16
日　
13
：
30
〜
16
：
00

　
　
　
６
月
20
日　
13
：
30
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署 

別
館
会
議
室

決
算
期
を
迎
え
る
法
人
対
象
（
会
員
を
問
わ
ず
）。
主
に
決
算
・
申
告
の
実
務
、
法
人
税

を
解
説
。

新
設
法
人
説
明
会

日
時
／
６
月
19
日　
13
：
30
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署 

別
館
会
議
室

対
象
は
新
設
法
人（
会
員
を
問
わ
ず
）。
税
知
識・会
社
設
立
に
伴
う
税
務
手
続
き
を
解
説
。

理
事
会

日
時
／
５
月
９
日　
15
：
00
〜
17
：
00 

会
場
／
国
際
文
化
会
館

第
1
回
源
泉
部
会
研
修
会

日
時
／
５
月
15
日　
14
：
00
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署 

別
館
会
議
室

源
泉
徴
収
の
あ
ら
ま
し
、
総
則
（
基
礎
講
座
）

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
20
周
年
記
念
の
集
い

日
時
／
５
月
24
日　
16
：
30
〜
20
：
30 

会
場
／
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

報
告
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

第
7
回
通
常
総
会

日
時
／
６
月
5
日

会
場
／
明
治
記
念
館 

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
報
告
会

日
時
／
６
月
8
日　
17
：
00
〜
20
：
00

会
場
／
国
際
文
化
会
館

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
な
ど
。

第
2
回
源
泉
部
会
研
修
会
「
働
き
方
改
革
」（
仮
）

日
時
／
7
月
11
日　
15
：
00
〜
17
：
00

会
場
／
霞
会
館

第
7
回
通
常
総
会
の
お
知
ら
せ

ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

武
井
雅
昭
氏  

港
区
長

交
流
の
会
（
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
）

決
算
法
人
説
明
会

新
設
法
人
説
明
会

第
1
回
源
泉
部
会
研
修
会

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
20
周
年
記
念
の
集
い

第
7
回
通
常
総
会

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
報
告
会

第
2
回
源
泉
部
会
研
修
会
「
働
き
方
改
革
」（
仮
）

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ 
租
税
教
室

第
４
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

企
業
訪
問

青
山
ア
ラ
マ
ン
ダ
ワ
ー
ク
コ
ー
ト

バ
ー
リ
ミ
ナ
ル
六
本
木 (

株)
シ
ッ
ク
ス
ミ
ッ
ク
ス

平
成
29
年
度
税
制
改
正
大
綱

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度 

2

成
年
後
見
制
度
の
趣
旨
と
基
本
理
念

活
動
報
告

麻
布
法
人
会
ゴ
ル
フ
大
会
・
新
年
を
祝
う
会
（
青
山
支
部
）・

ボ
ウ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
・
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
・
麻
布
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
会
・
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ　

新
会
員
の
ご
紹
介

都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

麻
布
な
ぞ
な
ぞ
物
語
、
事
務
局
か
ら

編
集
後
記
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河
に
架
か
る
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
』
は
、
東

京
タ
ワ
ー
か
ら
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
ま
で

が
繋
が
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
新
芝
橋
、

渚
橋
、
汐
彩
橋
な
ど
芝
浦
港
南
地
区
に
架

か
る
10
の
橋
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
訪

日
外
国
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
〝
ナ
イ

ト
タ
イ
ム
工
コ
ノ
ミ
ー
〟
と
い
う
考
え
方
が

あ
り
ま
す
。
夜
間
の
消
費
活
動
を
喚
起
す

る
こ
と
で
、
経
済
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
橋
を
美
し
く
照
ら
す
こ
と

で
夜
の
観
光
資
源
に
な
り
、
防
犯
上
の
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
『
台
場
の
水
質
改
善
』
は
都
心
の
真
ん

中
で
、
安
心
し
て
泳
げ
る
海
を
実
現
す
る

も
の
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
を
、

お
台
場
海
水
浴
開
催
費
用
、
水
中
ス
ク
リ

ー
ン
設
置
費
用
、
水
質
調
査
費
な
ど
に
充

て
る
予
定
で
す
。
昨
年
は
2
日
間
だ
っ
た

海
水
浴
開
催
期
間
を
、
今
年
は
9
日
間
に

延
ば
し
ま
す
。
大
雨
の
後
は
水
質
が
悪
化

す
る
こ
と
も
あ
り
、
東
京
大
学
と
共
同
で
、

水
質
予
測
の
シ
ス
テ
ム
作
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
台
場
の
水
質
を
改
善
す
る
こ
と
は
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

寄
付
の
用
途
を
明
確
に

ふ
る
さ
と
納
税
の
新
制
度

　
東
京
都
心
に
位
置
し
、
台
場
、
六
本
木
、

青
山
な
ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
や
、
赤
坂
、

麻
布
な
ど
歴
史
文
化
豊
か
な
街
を
有
す
る

港
区
。『
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ 

住
み
た
い
街
ラ
ン
キ

ン
グ
関
東
版 

住
み
た
い
自
治
体
ラ
ン
キ
ン

グ
（
リ
ク
ル
ー
ト
住
ま
い
カ
ン
パ
ニ
ー
主

催
）』
で
は
、
3
年
連
続
で
第
1
位
に
選

ば
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
港
区
の
応
援
団
を

募
り
た
い
、
と
い
う
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

新
制
度
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
で
、
寄
付
者
が
使
途

を
指
定
す
る
制
度
を
4
月
に
開
始
し
ま
し

た
。
お
金
の
使
い
道
を
明
確
に
し
て
、
事

業
の
進
み
具
合
や
成
果
が
見
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
区
民
や
区
民
以
外
の
方
々

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
港
区
を
応

援
し
て
も
ら
い
た
い
、
区
政
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
目
的
で
す
。

　
今
年
度
は
、『
運
河
に
架
か
る
橋
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
』『
台
場
の
水
質
改
善
』『
港
区
マ

ラ
ソ
ン
』の
3
事
業
を
選
定
し
ま
し
た
。『
運

武
井
雅
昭
氏

港
区
長

現
在
第
4
期
目
と
な
る
港
区
の
ト
ッ
プ
・
武
井
雅
昭
区
長
に
、

人
口
増
加
に
伴
う
待
機
児
童
問
題
、
高
齢
化
対
策
と
い
っ
た
課
題
へ
の
取
り
組
み
、

２
０
２
０
年
に
向
け
て
街
づ
く
り
の
方
針
や
抱
負
を
伺
っ
た
。
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が
続
き
、
平
成
27
年
度
は
４
５
８
８
件
と

半
数
以
下
に
ま
で
達
し
ま
し
た
。
都
心
の

中
で
こ
れ
だ
け
成
果
が
上
が
っ
た
の
は
、

警
察
当
局
の
努
力
に
加
え
、
地
域
の
方
々

が
自
主
的
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
大
き
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
麻
布
法
人
会
の

み
な
さ
ま
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
落
書
き
の
消
去

活
動
も
そ
の
一
つ
で
す
。
街
の
風
景
に
住

民
が
無
関
心
で
あ
る
こ
と
が
地
域
全
体
が

荒
れ
る
原
因
と
な
り
、
や
が
て
は
大
き
な

犯
罪
に
繋
が
り
ま
す
。
清
掃
活
動
や
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
、
ご
協
力
の
成
果
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
区
も
客
引
き
防
止
条
例
の
適

正
な
運
用
な
ど
に
よ
り
、
港
区
で
暮
ら
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
働
い
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
が
安
心
で
き
る
街
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
港
区
は
、
外
国
人
居
住
者
の
割
合
が
非

常
に
高
い
地
域
で
す
。
80
を
超
え
る
大
使

館
が
あ
り
、
国
籍
も
多
様
。
２
０
２
０
年

に
向
け
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
と
っ
て

も
安
全
に
楽
し
め
る
街
に
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　
最
後
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
の
過
ご

し
方
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

「
区
長
に
就
任
す
る
前
は
、
鱚
釣
り
に
行

っ
て
、
釣
っ
た
魚
を
自
分
で
さ
ば
い
た
り

と
い
う
こ
と
も
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

は
散
歩
と
睡
眠
が
何
よ
り
の
健
康
法
で

す
。
た
ま
に
ま
と
ま
っ
た
時
間
が
取
れ
る

と
き
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
く
の

が
楽
し
み
で
す
ね
。」

が
、
今
は
子
ど
も
の
数
が
右
肩
上
が
り
の

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
区
内
の
保
育
園

の
定
員
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、
元
麻
布

に
新
し
い
園
を
建
設
中
で
す
。
２
０
２
０

年
1
月
完
成
予
定
で
、
定
員
２
０
０
名
、

港
区
で
は
最
大
規
模
で
す
。
障
害
を
持
つ

お
子
さ
ん
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
医
療
的
な

ケ
ア
も
視
野
に
入
れ
た
施
設
に
な
る
予
定

で
す
。

　
麻
布
地
区
は
区
内
で
は
2
番
目
に
児
童

数
が
多
く
、
年
少
人
口(

０
〜
14
歳
）
は

約
8
千
人
。
伸
び
率
が
最
も
高
い
で
す
。

大
規
模
な
開
発
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
住
宅
の
供
給
量
が
増
え
て
い

る
た
め
、
今
後
も
増
加
は
続
く
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
高
齢
者
の
割
合
は
横
ば
い
で
す
が
、
人

ロ
増
加
に
従
い
総
数
は
増
え
て
い
ま
す
。

南
麻
布
に
さ
ら
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
設
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
も
急
務
と
考
え
、
病
院
な
ど

医
療
機
関
と
連
携
し
、
地
域
の
中
で
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。」

安
全
で
安
心
で
き
る
港
区
は

法
人
会
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

　
平
成
16
年
の
区
長
就
任
以
来
、
区
民
の

安
全
、
安
心
の
確
保
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
き
た
武
井
区

長
。
そ
の
成
果
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

お
伺
い
し
た
。

　
「
港
区
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
平
成

15
年
の
１
０
１
８
９
件
を
ピ
ー
ク
に
減
少

子
ど
も
と
高
齢
者

そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
の
課
題
に
対
応

　
こ
の
20
年
で
港
区
の
人
口
は
10
万
人
以

上
も
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。
中
で
も
子

ど
も
の
数
が
増
え
て
お
り
、
高
齢
者
に
対

す
る
施
策
と
と
も
に
、
待
機
児
童
問
題
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
一
時
期
人
口
が
減
少
し
、
小
学
校
の

統
廃
合
が
進
ん
だ
時
代
も
あ
り
ま
し
た

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、
水

泳
（
マ
ラ
ソ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
）
の
成
功
に
も

結
び
つ
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
港
区
マ
ラ
ソ
ン
』
は
、
東
京
タ
ワ
ー
を
中

心
に
都
心
部
を
走
り
抜
け
る
〝
リ
ア
ル
シ

テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
〟
で
す
。
今
年
の
12
月
に
第

一
回
を
開
催
し
ま
す
。」

取材：𠮷田眞紀子、齊藤将彦／文責：池上薫　　　

▪武井雅昭（たけいまさあき）プロフィール

1953年  東京生まれ。

1977年 早稲田大学政治経済学卒業、同年港区入区。
2004年 4月に退職、同年6月港区長選に出馬し初当選、

港区長に就任。2008年2期。
2012年3期、2016年に4期目の再任を果たす。
趣味は自然散策。
好きな言葉は「誠実」「感謝」。
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http://www.azabu-hojinkai.or.jp/お問合せは　TEL 03-3408-1324  FAX 03-3408-3193

源泉徴収のあらまし、総則（基礎講座）

書家　金澤翔子氏　揮毫
　母　　　泰子氏　講演

開催日時●５月15日（火） 14：00〜16：00　　　　　

　　会場●麻布税務署 別館会議室

第1回源泉部会研修会

第1部　報告会　16：30〜（対象/ティークラブ会員）
第2部　講演会　17：00〜18：00
第3部　式典・懇親会　18：30〜20：30

開催日時●５月24日（木） 16：30〜20：30　　　　　

会場●東京ステーションホテル

ティー・クラブ（女性部会）
20周年記念の集い

決算期を迎える法人対象（会員を
問わず）。主に決算・申告の実務、
法人税を解説。

開催日時●５月16日（水） 13：30〜16：00
　　　　　 ６月20日（水） 13：30〜16：00
　　会場●麻布税務署 別館会議室

決算法人説明会
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葉山国際カンツリー倶楽部

東京都港区西麻布４丁目3番3号（三和西麻布ビル）
神 奈 川県 三 浦 郡 葉 山町木 古庭 1043-1http://www.hayama-kokusai-cc.com

東 京 本 社
ゴ ル フ 場
御予約専用電話　 0 4 6 - 8 7 8 - 8 1 1 0

http://www.azabu-hojinkai.or.jp/お問合せは　TEL 03-3408-1324  FAX 03-3408-3193

開催日時●6月5日（火）　　　　　

　　会場●明治記念館

第7回通常総会

対象は新設法人（会員を問わず）。
税知識・会社設立に伴う税務手続きを解説。

開催日時●6月19日（火） 13：30〜16：00　　　　 

　　会場●麻布税務署 別館会議室

新設法人説明会

開催日時●7月11日（水） 15：00〜17：00　　　　　

　　会場●霞会館　講師●青山人事コンサルティング(株)
 佐藤 純 氏

源泉部会第2回研修会
「働き方改革」（仮）

平成29年度事業報告、平成30年度事業計画など。企業経営者として大
切なテーマ「長時間
労働削減」と「同一労
働同一賃金」について
の対策や具体策を紹
介。

開催日時●6月8（金） 17：00〜講演会
18：00〜懇親会　　　　　

　　会場●国際文化会館

サンエー・クラブ
報告会
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今
年
度
か
ら
発
足
い
た
し
ま
し
た
税
制
委
員
会
は
、
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
会
員
な
ら

誰
で
も
が
参
加
で
き
る
委
員
会
と
し
て
、
毎
月
集
い
、
税
教
育
に
つ
い
て
活
発
に
議
論

し
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
主
な
活
動
で
あ
る
今
年
で
７
年
目
と
な
る
小
・
中
学
校
で
の

租
税
教
室
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

子
供
た
ち
に
税
金
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
授
業
を
し
た

ら
よ
い
か
検
討
し
た
結
果
、
自
分
た
ち
が
住
む
港
区
内
で
税
金
で
恩
恵
を
受
け
て
い
る

児
童
館
、学
校
、公
園
、信
号
な
ど
身
近
に
あ
る
施
設
を
写
真
、パ
ネ
ル
な
ど
で
紹
介
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
く
ら
い
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
実
生
活

に
於
い
て
税
金
が
ど
の
よ
う
使
わ
れ
て
い
る
か
理
解
し
、
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
授
業
で
進
め
る
事
に
致
し
ま
し
た
。

　

実
際
小
学
校
の
教
室
で
は
子
供
た
ち
も
身
近
な
写
真
を
見
る
と
、
興
味
津
々
に
熱
心

に
授
業
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

又
、
中
学
３
年
生
の
租
税
教
室
で
は
、
国
の
財
政
に
も
、
よ
り
興
味
を
も
っ
て
も
ら

う
た
め
、
国
の
財
政
を
家
の
家
計
に
例
え
、
よ
り
身
近
に
税
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

の
工
夫
を
凝
ら
し
た
授
業
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

更
に
11
月
の
タ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ー
ク
に
開
催
す
る
、
芝
法
人
会
と
の
特
別
交
流
事
業
で

あ
る
「
港
区
立
小
学
校
の
子
供
た
ち
に
税
務
職
員
の
仕
事
を
体
験
し
て
も
ら
う
キ
ッ
ザ

ニ
ア
東
京
で
の
税
務
署
ブ
ー
ス
」
も
今
回
で
５
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
す
る
子
供
た
ち
に
事
前
に
税
務
署
の
仕
事
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
10
月

に
麻
布
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス
に
て
租
税
教
室
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

税
金
の
事
を
ま
だ
習
っ
て
い
な
い
４
年
生
、
５
年
生
も
今
回
参
加
す
る
と
の
事
で
、
授

業
の
シ
ナ
リ
オ
も
、
よ
り
分
か
り
易
く
見
直
し
、
２
日
間
で
４
５
人
の
小
学
生
に
参
加

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
供
か
ら
は
「
税
務
署
に
興
味
が
わ
き
キ
ッ
ザ
ニ
ア
で
は
是
非
税
務
署
の

ブ
ー
ス
に
い
き
た
い
」、
又
同
伴
さ
れ
た
ご
家
族
の
方
か
ら
も
「
子
供
向
け
に
分
か
り

易
く
税
金
の
お
話
を
し
て
頂
き
、
あ
ま
り
考
え
ず
に
税
金
を
納
め
て
い
ま
し
た
が
、
改

め
て
税
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。」
と
の
感
想
も
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

国
民
の
３
大
義
務
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
納
税
。
普
段
、
税
金
を
納
め
る
事
だ
け

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
納
め
た
税
金
が
私
た
ち

の
身
の
回
り
で
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る

の
か
を
、
ご
家
庭
の
中
で
話
し
合
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
租
税
教
室
と
な
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
委
員
会
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
力
不
足
の
私
に
い
つ
も
暖
か
く
協
力
し
て

く
れ
る
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
仲
間
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ　

税
制
委
員
会 

委
員
長　

庄
司
園
子

昨年度に引き続き、六本木中学校3年生を対象とした租税教室の講師を担当しました。
最初の教室では麻布税務署長にご登壇いただくなど、税務署にも全面的にご協力いた
だきました。
毎年少しずつシナリオを改訂し、内容の改善に努めていますが、試行錯誤の連続で本
当に難しいです。今年は、地域の話題を入れる、昨年度実施したアニメーションの放
映を止めて話す時間を長くする、
宮崎法人会で使っている資料を参
考にして、日本の財政を家計に置
き換えて考えさせるパネルを作成
するなど新しい試みをいくつか行
いました。
あまり普通にやると社会科の授業
の内容と重複するようですし、講
師が一方的に話し続けても生徒は
飽きてしまうなど、課題も分かり
ましたので今後に生かしたいと思
います。

2017年度租税教室

■青南小学校 12月19日（火）
6年1組　講師 　　　後藤 浩

アシスタント　山本 閉留巳
6年2組　講師　　　齊藤 将彦

アシスタント　弦巻 充樹
6年3組　講師　　　米岡 史朗

アシスタント　山梨 泰弘

■本村小学校 2月23日（金）
6年1組  講師　　　 山梨 泰弘

アシスタント　米岡 史朗
6年2組  講師　　　  内田 泰介

アシスタント　早津 研

■六本木中学校 3月12日（月）
3年1組  講師　　　  木村 耕太郎

アシスタント　米岡 史朗
3年2組  講師　　　 山本 閉留巳

アシスタント　坂本 章彦

サンエー・クラブ

租税教室
租税教室レポート
2018年3月12日開催
六本木中学校　

(公社)麻布法人会 サンエー･クラブ
税制委員会副委員長　木村耕太郎

未来を切り拓く子供たちと

税を考える！
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港区立赤坂小学校
　6年　細井麻衣

　港区立青山小学校
　5年　堀さくら

港区立本村小学校
　5年　山本汐莉

東洋英和女学院小学部
　6年　竹本恭子

港区立南山小学校
　5年　霜鳥百花

港区立笄小学校
　6年　森　健丞

港区立東町小学校
　6年　雑賀もえ

港区立麻布小学校
　6年　酒井仁瑚

第5回税に関する絵はがきコンクールを実施致しました。

麻布税務署管内9校にご参加いただき、

入賞４作品と各校からの優秀賞9作品を

加え、13人の児童を表彰致しました。

本年もこの作品を載せたカレンダーを作

り、この活動を広めて参ります。

2018年度もより多くの児童の参加を

お待ちしております。

ティー・クラブ部会長　吉田　眞紀子

5

港区立青山小学校　
5年　青葉菫珠

法人会
会長賞　

港区立赤坂小学校
　6年　保坂一樹

麻布税務署
署長賞

港区立赤坂小学校
　5年　鹿内舞衣

港区
区長賞　

ティー・クラブ
部会長賞

優秀賞

優秀賞 優秀賞

優秀賞

港区立本村小学校
　5年　安藤孝晃優秀賞

港区立青南小学校
　6年　後藤凜優秀賞

優秀賞 優秀賞 優秀賞
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ホテルホスピタリティとビジネスを融合した
新スタイルのシェアオフィスを展開
青山アラマンダワークコート
ALLAMANDA WORK COURT
TEL:03-6271-1515
https://allamanda-workcourt.jp

オ
ン
と
オ
フ
の
切
り
替
え
に

便
利
な
環
境
を
提
供

　
契
約
は
1
カ
月
〜
1
年
と
、
短
期
で
も

利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
で
、
も
ち
ろ
ん

更
新
も
可
能
。
法
人
登
記
や
住
所
利
用
も

で
き
る
ほ
か
、
有
料
で
入
口
に
社
名
を
掲

示
す
る
こ
と
も
。

「
来
場
ゲ
ス
ト
の
対
応
や
郵
便
物
・
宅
配

物
の
受
け
取
り
、
ラ
ン
ド
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
は
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
常
駐
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
館
内
に
グ
ル
ー
プ
が
経
営

す
る
ホ
テ
ル
も
あ
る
の
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン

で
ラ
ン
チ
や
デ
ィ
ナ
ー
、
接
待
な
ど
に
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
宿

泊
を
セ
ッ
ト
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
テ
イ
プ

ラ
ン
な
ど
も
企
画
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」

地
方
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
利
用
す
る
場
合
な
ど
は
、
ホ
テ
ル
と
連

携
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
特
典
が
受
け
ら
れ
る

と
な
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

　
さ
ら
に
、
ビ
ル
最
上
階
に
は
同
社
が
経

営
す
る
会
員
制
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

「
ア
ラ
マ
ン
ダ
・
ス
パ
青
山
ク
ラ
ブ
」
が

あ
る
。付
加
価
値
の
あ
る
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
は
今
後
大
き
な
強
み
に
な
り
そ
う
だ
。

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
テ
ィ
を

広
げ
る
手
助
け
と
な
る
場
に

「
取
り
引
き
先
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
利

用
で
き
る
会
議
室
や
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な

ど
も
あ
る
の
で
、
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
方
や
起
業
し
た
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
の
方
が
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
交
流

を
深
め
て
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
ヒ
ン
ト

が
生
ま
れ
る
場
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
」
と
語
る
支
配
人
の
雨
宮
氏
。

奥
へ
進
む
と
、
カ
ー
ド
キ
ー
で
出
入
り
す

る
「
メ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
」
へ
と
続
く
。

こ
こ
に
は
1
名
〜
３
名
用
の
パ
ー
ソ
ナ
ル

ス
ペ
ー
ス
が
１
１
4
室
用
意
さ
れ
て
い

る
。
各
ブ
ー
ス
に
は
電
話
、
デ
ス
ク
ラ
イ

ト
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
常
備
さ
れ
て
い

る
。
フ
リ
ー
デ
ス
ク
（
月
額
5
万
円
）
と

固
定
デ
ス
ク
（
1
人
用
オ
フ
ィ
ス
月
額
7

万
９
５
０
０
円
〜
、
※
と
も
に
税
別
）
、

２
つ
の
タ
イ
プ
で
構
成
さ
れ
る
約
３
６
０

坪
の
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
は
、
港
区
で
は

最
大
規
模
だ
そ
う
。

ロ
ン
ト
デ
ス
ク
が
置
か
れ
、
会
員
と
会
員

の
ゲ
ス
ト
の
み
利
用
で
き
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
尊
重
し
た
快
適
な
空
間
に
な
っ
て

い
る
。

入
っ
て
す
ぐ
の
明
る
く
開
放
的
な
ラ
ウ
ン

ジ
ス
ペ
ー
ス
は
、
フ
リ
ー
デ
ス
ク
を
95
席

配
し
た
〝
ス
カ
イ
プ
レ
イ
ス
〟
。
窓
に
面

し
た
眺
め
の
い
い
席
や
、
仕
切
り
の
あ
る

席
、
大
テ
ー
ブ
ル
も
あ
り
、
そ
の
時
々
に

よ
っ
て
使
い
分
け
が
で
き
る
。

3
月
1
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た

「
青
山
ア
ラ
マ
ン
ダ
ワ
ー
ク
コ
ー
ト
」

は
、リ
ゾ
ー
ト
を
は
じ
め
、ゴ
ル
フ
、マ
リ

ン
、レ
ス
ト
ラ
ン
、ブ
ラ
イ
ダ
ル
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
事
業
を
展
開
す
る
株
式
会

社
ユ
ニ
マ
ッ
ト
プ
レ
シ
ャ
ス
が
、新
規
事

業
と
し
て
手
が
け
る
会
員
制
の
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
。今
ま
で
に
な
い
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
な
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

注
目
さ
れ
て
い
る
。

一
等
地
青
山
に
小
コ
ス
ト
で

起
業
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み
が
進
む

昨
今
、
IT
の
急
速
な
普
及
に
よ
っ

て
、
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い
る
所

な
ら
パ
ソ
コ
ン
ひ
と
つ
で
ど
こ
で
も

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最

近
は
職
場
に
縛
ら
れ
ず
に
自
宅
や
カ

フ
ェ
な
ど
を
仕
事
場
に
す
る
ノ
マ
ド

ワ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
人
々
も
増
え

て
い
る
。
多
様
化
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
タ
イ
ル
に
適
し
た
環
境
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の

数
も
急
増
し
て
い
て
、
利
便
性
や
ブ

ラ
ン
ド
力
の
高
い
港
区
は
激
戦
区
と

な
っ
て
い
る
。

　

『
青
山
ア
ラ
マ
ン
ダ
ワ
ー
ク
コ
ー

ト
』
が
位
置
す
る
の
は
、
地
下
鉄
銀

座
線
・
外
苑
前
駅
に
隣
接
す
る
青
山

通
り
に
面
し
た
好
立
地
。
同
社
が
２

０
１
６
年
に
開
業
し
た
「
ホ
テ
ル
ア

ラ
マ
ン
ダ
青
山
」
が
入
っ
て
い
る
プ

ラ
セ
オ
青
山
ビ
ル
の
３
階
に
あ
る
。

　

最
新
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

が
採
用
さ
れ
た
フ
ロ
ア
入
口
に
は
フ

宮城県生まれ
大学卒業後、サントリーパブ
リシティサービス（株）入社。
広報業務、レセプションマネ
ージャー業務に携わる。
その後ポーラ・オルビスホー
ルディングスのグループ企業
である化粧品会社では、ブラ
ンドの認知度向上、商品PR
に向け、プレスリリースの作
成・配信、ブランドサイト・
SNSの運用等PR業務をメイ
ンに担当。
2018年2月より、青山アラマン
ダワークコートにて勤務。

取材： 𠮷田眞紀子、志賀律子／文責：秋山美英

青山アラマンダワークコート支配人

雨宮　和希子
あめみや　わきこ

企

業

訪

問
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多彩なアイデアで非日常空間を演出
プロジェクションマッピングの魅力を発信
バーリミナル六本木 
(株)シックスミックス
TEL:03-6447-4046
http://www.barliminal.com
http://www.sixmix.co.jp

グ
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、も
う
一
杯
お
酒

を
頼
み
た
く
な
る
よ
う
な
状
況
を
作
っ
た

り
、記
念
日
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
後
押
し
が
で

き
れ
ば
と
、考
え
て
い
ま
す
」料
理
や
お
酒

も
二
の
次
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、食
材
選
び

に
も
こ
だ
わ
り
、質
の
高
い
食
事
を
提
供
す

る
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
い
う
。

低
コ
ス
ト
で
導
入
で
き
る

身
近
な
ツ
ー
ル
を
目
指
し
て

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
制
作

す
る
会
社
は
他
に
も
あ
る
が
、お
客
さ
ん
の

反
応
を
直
接
確
か
め
ら
れ
る
の
は
、自
分

た
ち
で
店
を
経
営
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
。そ

れ
は
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
。

　
「
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
販
売

ツ
ー
ル
と
し
て
展
開
す

る
こ
と
。装
備
や
コ
ス
ト

も
工
夫
次
第
で
も
っ
と

身
近
な
も
の
に
な
る
と

思
う
の
で
、用
途
を
含

め
、さ
ま
ざ
ま
な
企
業

に
提
案
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。プ
ラ
ス
料
金

に
な
り
ま
す
が
、持
ち
込
み
写
真
や
ロ
ゴ

入
れ
な
ど
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
つ
く
る
こ
と
も
可
能

で
す
」

　
ク
リ
ス
マ
ス
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
、ハ
ロ

ウ
ィ
ン
、桜
や
雪
景
色
な
ど
、イ
ベ
ン
ト
や
四

季
の
風
景
と
い
っ
た
定
番
の
映
像
だ
け
で

な
く
、週
1
で
新
し
い
映
像
が
加
え
ら
れ
、

多
種
多
彩
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
は

ア
ー
ト
の
側
面
も
あ
る
の
で
、ひ
と
り
よ
が

り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
作
品
を
見
て
も
ら
う
の
が
主
目
的

で
は
な
く
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン

ウ
ハ
ウ
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、専
門
業
者
に
見
積
も
り
を
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、手
の
出
る
金
額
で
は
な
か
っ
た
。

や
む
を
得
ず
ゼ
ロ
か
ら
自
分
た
ち
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
に
し
た
が
、舞
台
美
術
家
、

C
G

ク
リ
エ
ー
タ
ー
ら
が
在
籍
し
て
い
る
こ

と
が
強
み
と
な
り
、基
本
を
教
わ
る
と
思
い

の
ほ
か
順
調
に
技
術
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ

と
が
で
き
た
そ
う
。し
か
も
見
積
金
額
の
20

分
の
1
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
き
た
と
い
う
か

ら
驚
き
だ
。

季
節
や
行
事
に
合
わ
せ
て

非
日
常
空
間
を
演
出

　
こ
う
し
て
自
社
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
総

力
を
挙
げ
て
つ
く
り
上
げ
た
空
間
に
は
、遊

び
心
い
っ
ぱ
い
の
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
掛
け
が

随
所
に
施
さ
れ
て
い
る
。壁
面
を
彩
る
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
六
本
木
の
夜
景
や
夏
の
打
ち

上
げ
花
火
と
い
っ
た
光
と
映
像
の
ス
ペ
ク

タ
ク
ル
を
大
画
面
で
楽
し
め
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、カ
ウ
ン
タ
ー
や
グ
ラ
ス
、お

皿
の
中
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
映
像
を
映
し

出
す〝
カ
ク
テ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
〟や〝
デ
ィ
ッ

シ
ュ
マ
ッ
ピ
ン
グ
〟も
取
り
入
れ
、店
全
体

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
無
限

の
可
能
性
を
伝
え
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
「
誕
生
日
の
ゲ
ス
ト
が
来
店
す
る
と
、

バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
や

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
の
映
像
を
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
流
す
サ
ー
ビ
ス

な
ど
も
行
っ
て
い
て
、

イ
ベ
ン
ト
や
舞
台
運
営
、広
告
企
画
な
ど

の
総
合
制
作
を
手
が
け
る
シ
ッ
ク
ス
ミ
ッ

ク
ス
。２
０
１
６
年
に
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン「Barlim

inal 
Roppongi

」を
オ
ー
プ
ン
し
、最
先
端
技

術
を
身
近
に
楽
し
め
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
空
間
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
も
注

目
を
集
め
て
い
る
。

〝
毎
日
内
装
が
変
わ
る
〟

ア
ン
テ
ナ
型
店
舗
を
展
開

　

代
表
取
締
役
の
佐
藤
有
紀
氏
は
、
広

告
制
作
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
な
ど
の
分
野
で

培
っ
て
き
た
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、2015

年
に

株
式
会
社
シ
ッ
ク
ス
ミ
ッ
ク
ス
を
設
立
。

舞
台
美
術
家
で
バ
ー
経
営
の
経
験
も
あ
る

工
藤
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
と
も
に
、
六
本
木

7
丁
目
に
「Barlim

inal Roppongi

」
(

バ
ー
リ
ミ
ナ
ル
六
本
木)

を
立
ち
上
げ
た
。

店
内290

°
を
囲
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ

タ
ル
映
像
を
映
し
出
し
、
ボ
タ
ン
一
つ
で

内
装
を
変
化
さ
せ
る
こ
の
店
舗
は
、
次
世

代
型
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
バ
ー
と
し
て
大
き

な
話
題
を
集
め
て
い
る
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
い

う
と
、
期
間
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
屋

外
の
建
物
な
ど
に
映
像
を
投
影
す
る
大
掛

か
り
な
ア
ー
ト
作
品
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
常
設
で365

日
、
室
内
で

も
楽
し
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
も
っ
と
身

近
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
」

　
ア
イ
デ
ア
は
膨
ら
ん
で
い
た
も
の
の
、当

初
は
装
備
や
維
持
費
に
関
す
る
知
識
や
ノ

佐藤　有紀
さとう　　 ゆき

取材： 齊藤将彦・田中博尊／文責：秋山美英

東京都出身。モデル・ナレー
ターとして所属していた会社
より誘いを受け入社。広告業
界でのセールスプロモーショ
ン（SP）業務全般を会得。転
職しSP企画運営、スタッフ育
成管理を手掛けた後、販促の
アウトソーシング業で独立。
その後家業である佐藤友康
商店取締役就任。
結婚・育児・介護の傍ら、フ
リーランス広告メディアプラ
ンナーとして活動。平成24年
マーケティングソリューション
提案を主軸とした（株）ディー
ブレイン設立。平成27年、
(株)シックスミックス設立。

企

業

訪

問
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政
府
は
、平
成
29
年
12
月
22
日
に
平
成
30
年
度
税
制
改
正
大
綱
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生
に
向
け
、賃
上
げ
・
生
産
性
向
上
の
た
め
の
税
制
上
の
措
置
及
び

地
域
の
中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
税
制
上
の
措
置
、さ
ら
に
、中
小
企
業
の

代
替
わ
り
を
促
進
す
る
事
業
承
継
税
制
の
拡
充
等
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

■
所
得
拡
大
促
進
税
制
の
改
正
　

　
改
正
後
の
所
得
拡
大
促
進
税

制
は
、青
色
申
告
書
を
提
出
す
る

法
人
の
平
成
30
年
4
月
1
日
か

ら
平
成
33
年
3
月
31
日
ま
で
に

開
始
す
る
各
事
業
年
度
に
適
用

さ
れ
ま
す
。中
小
企
業
者
に
つ
い

て
、前
年
度
比
1
・
5
％
以
上
賃

上
げ
し
た
企
業
は
、前
年
度
か
ら

の
給
与
増
加
額
の
15
％
の
税
額
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

増
加
割
合
が
2
・
5
％
以
上
で
あ

る
場
合
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
、給
与
等
の
増
加
額
の

25
％
ま
で
控
除
税
額
が
増
加
し

ま
す
。

■
交
際
費
等
の
取
扱
い

　
交
際
費
等
の
損
金
不
算
入
制

度
に
つ
い
て
は
、適
用
期
限
が
2

年
延
長
さ
れ
ま
す
。1
人
当
た
り

5
0
0
0
円
以
下
の
接
待
飲
食

費
に
か
か
る
損
金
算
入
の
特
例
、

中
小
法
人
に
係
る
8
0
0
万
円

ま
で
の
損
金
算
入
の
特
例
に
つ
い

て
も
2
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

■
少
額
減
価
償
却
資
産
の
特
例

　
中
小
企
業
等
に
認
め
ら
れ
て
い

る
少
額
減
価
償
却
資
産
の
特
例

に
つ
い
て
2
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

従
来
通
り
取
得
価
額
30
万
円
未

満
の
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
、

年
間
で
3
0
0
万
円
ま
で
は
損

金
算
入
が
可
能
で
す
。

■
事
業
承
継
税
制
の
特
例

　
現
行
の
事
業
承
継
税
制
は
、事

業
承
継
に
係
る
株
式
の
評
価
額

の
80
％
に
対
す
る
相
続
税
が
納

税
猶
予
さ
れ
、次
の
承
継
人
へ
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
す
れ
ば
免
除
さ
れ
る

仕
組
み
で
す
。今
回
の
改
正
で
は
、

株
式
の
評
価
額
の
全
部
に
対
す

る
相
続
税
あ
る
い
は
贈
与
税
が

納
税
猶
予
さ
れ
る
ほ
か
、猶
予
対

象
の
株
式
の
制
限（
総
株
式
数
の

２
／
３
）が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。優
良
な
会
社
の
株

式
の
評
価
に
つ
い
て
は
20
％
で
も

税
負
担
が
決
し
て
軽
く
な
い
の
で
、

全
額
に
つ
い
て
納
税
猶
予
で
き
る

こ
と
は
画
期
的
で
す
。平
成
25
年

度
税
制
改
正
で
、雇
用
継
続
要
件

が
瞬
間
の
数
字
で
は
な
く
平
均
で

評
価
さ
れ
る
な
ど
、従
来
の
リ
ス

ク
の
大
部
分
が
解
消
さ
れ
て
い
た

の
で
、当
面
の
税
負
担
が
生
じ
な

く
な
る
こ
と
で
、ま
す
ま
す
使
い

や
す
く
な
り
ま
す
。な
お
、改
正

後
の
事
業
承
継
税
制
を
利
用
す

る
場
合
は
、平
成
30
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
35
年
3
月
31
日
ま
で

に
、特
例
承
継
計
画
を
都
道
府
県

に
提
出
し
て
、認
定
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
一
般
社
団
法
人
等
に
対
す
る
相

　
続
税

　
一
般
社
団
法
人
や
一
般
財
団
法

人
は
、出
資
者
が
い
な
い
の
が
特

徴
で
、そ
の
持
分
を
保
有
す
る
者

が
い
な
い
た
め
、一
般
社
団
法
人

等
が
保
有
す
る
財
産
に
は
、相
続

税
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
問
題

点
が
あ
り
ま
し
た
。平
成
30
年
度

税
制
改
正
で
は
、特
定
の
一
般
社

団
法
人
等
の
役
員
が
死
亡
し
た

場
合
に
、そ
の
一
般
社
団
法
人
等

の
純
資
産
を
同
族
役
員
の
数
で

除
し
て
計
算
し
た
金
額
を
、遺
贈

に
よ
り
取
得
し
た
も
の
と
し
て
、

そ
の
特
定
一
般
社
団
法
人
等
に
相

続
税
を
課
税
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。平
成
30
年
4
月
1
日
以

後
の
一
般
社
団
法
人
等
の
役
員
の

死
亡
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、平
成
30

年
3
月
ま
で
に
設
立
さ
れ
た
一
般

社
団
法
人
等
に
つ
い
て
は
、平
成

33
年
4
月
1
日
以
後
の一
般
社
団

法
人
等
の
役
員
の
死
亡
に
係
る

相
続
税
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
一
般
社
団
法
人
等
に
対
す
る
贈

　
与
等

　
個
人
か
ら
一
般
社
団
法
人
等
に

対
し
て
財
産
の
贈
与
等
が
あ
っ
た

場
合
に
、贈
与
税
等
の
負
担
が
不

当
に
減
少
す
る
結
果
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
、贈
与
税
が
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
明
確
化
さ
れ
ま

す
。平
成
30
年
4
月
1
日
以
後
の

贈
与
又
は
遺
贈
に
係
る
贈
与
税

又
は
相
続
税
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
小
規
模
宅
地
等
の
適
用
の
厳
格
化

　
持
ち
家
に
居
住
し
て
い
な
い
者

に
対
す
る
特
定
居
住
用
宅
地
等

の
特
例
に
つ
い
て
、①
3
年
以
内

に
、３
親
等
以
内
の
親
族
や
特
別

の
関
係
の
あ
る
法
人
が
所
有
す

る
家
屋
に
居
住
し
た
こ
と
が
あ

る
者
、②
相
続
開
始
時
に
お
い
て

居
住
し
て
い
た
家
屋
を
過
去
に

所
有
し
て
い
た
場
合
は
、適
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　
貸
付
事
業
用
宅
地
等
の
範
囲

か
ら
、３
年
以
内
に
貸
付
け
事
業

の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
等
が

除
外
さ
れ
ま
す
。平
成
30
年
4
月

1
日
以
後
の
相
続
又
は
遺
贈
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
給
与
所
得
控
除
の
縮
小

　
給
与
所
得
控
除
に
つ
い
て
は
、一

律
10
万
円
引
き
下
げ
、給
与
所
得

控
除
の
上
限
額
が
適
用
さ
れ
る

給
与
等
の
収
入
額
を
8
5
0
万

円
と
し
、そ
の
上
限
額
が
1
9
5

万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

■
公
的
年
金
等
控
除
の
縮
小

　
公
的
年
金
等
控
除
に
つ
い
て
は
、

一律
10
万
円
引
き
下
げ
、公
的
年
金

等
の
収
入
金
額
が
1
0
0
0
万
円

を
超
え
る
場
合
の
控
除
額
に
つ
い

て
は
、上
限
額
が
1
9
5
万
5
千

円
と
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、そ
れ
以

外
の
合
計
所
得
金
額
が
1
0
0
0

万
円
を
超
え
2
0
0
0
万
円
以

下
の
場
合
は
、上
記
控
除
額
を
10

万
円
引
き
下
げ
、そ
れ
以
外
の
合

計
所
得
金
額
が
2
0
0
0
万
円

を
超
え
る
場
合
は
、上
記
控
除
額

が
20
万
円
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

■
基
礎
控
除
の
改
正

　
基
礎
控
除
に
つ
い
て
は
、一
律
10

万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。た
だ

し
、合
計
所
得
金
額
が
2
4
0
0

万
円
を
超
え
る
個
人
に
つ
い
て
は
、

控
除
額
が
逓
減
し
、合
計
所
得
金

額
が
2
5
0
0
万
円
を
超
え
る

個
人
は
、基
礎
控
除
が
適
用
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
■
青
色
申
告
特
別
控
除
の
改
正

　
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
っ
て

記
録
し
て
い
る
者
に
対
す
る
青
色

申
告
特
別
控
除
が
現
行
の
65
万

円
か
ら
55
万
円
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。た
だ
し
、電
子
申
告
を

行
っ
て
い
る
場
合
等
に
は
、青
色

申
告
特
別
控
除
は
65
万
円
と
な

り
ま
す
。こ
れ
ら
の
所
得
税
の
改

正
は
、平
成
32
年
分
の
所
得
税
及

び
平
成
33
年
度
分
以
後
の
個
人

住
民
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
輸
出
物
品
販
売
場
制
度
の
見
直
し

　
免
税
販
売
手
続
き
に
つ
い
て
、

電
子
化
さ
れ
ま
す
。従
来
の
購
入

記
録
票
の
貼
付
、割
り
印
な
ど
の

事
務
手
続
き
が
不
要
に
な
り
、大

幅
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。平
成
32
年

4
月
1
日
以
後
の
販
売
分
か
ら

の
適
用
に
な
り
ま
す
。

■
簡
易
課
税
の
業
種
区
分
の
変
更

　
農
林
水
産
業
の
う
ち
、軽
減
税

率
が
適
用
さ
れ
る
食
用
の
農
林

水
産
物
を
生
産
す
る
事
業
は
第

2
種
事
業
と
な
り
ま
す
。平
成
31

年
10
月
1
日
を
含
む
課
税
期
間

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
森
林
環
境
税（
仮
称
）の
創
設

　
平
成
36
年
度
よ
り
、国
内
に
住

所
を
有
す
る
個
人
に
対
し
て
年

額
1
0
0
0
円
を
、個
人
住
民
税

と
合
わ
せ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

■
国
際
観
光
客
税（
仮
称
）の
創
設

　
国
外
へ
観
光
で
出
国
す
る
際
に
、

出
国
1
回
に
つ
き
1
0
0
0
円

が
課
税
さ
れ
ま
す
。平
成
31
年
1

月
7
日
以
後
の
出
国
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

■
た
ば
こ
税
の
見
直
し

　
国
及
び
地
方
の
た
ば
こ
税
の

税
率
を
１
本
あ
た
り
３
円
引
上
げ
。

平
成
30
年
10
月
１
日
よ
り
１
本
あ

た
り
１
円
ず
つ
３
段
階
に
分
け
て

実
施
さ
れ
ま
す
。ま
た
、加
熱
式

た
ば
こ
の
課
税
区
分
を
新
設
し

た
上
で
、そ
の
製
品
特
性
を
踏
ま

え
た
課
税
方
式
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

■
国
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付

　
国
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
つ
い

て
、自
宅
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
出
力

す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。平
成
31

年
1
月
4
日
以
後
の
納
付
か
ら

適
用
可
能
で
す
。

■
大
法
人
に
対
す
る
電
子
申
告
の

　
義
務
化

　
大
法
人
の
法
人
税
及
び
地
方

法
人
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、電

子
申
告
に
よ
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。添
付
書
類
に
つ
い

て
も
、電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
す
る
方
法
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等

に
よ
る
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。平
成
32
年
4
月
1
日
以
後

に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

法
人
税
関
係

相
続
税
関
係

所
得
税
関
係

消
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関
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そ
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中
小
企
業
向
け
租
税
特
別
措
置
の
延
長
と

　
　
　
事
業
承
継
税
制
が
拡
充
さ
れ
る
！

平
成
30
年
度 

税
制
改
正
大
綱

法
人
会
の
改
正
要
望
実
現
へ
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政
府
は
、平
成
29
年
12
月
22
日
に
平
成
30
年
度
税
制
改
正
大
綱
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生
に
向
け
、賃
上
げ
・
生
産
性
向
上
の
た
め
の
税
制
上
の
措
置
及
び

地
域
の
中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
税
制
上
の
措
置
、さ
ら
に
、中
小
企
業
の

代
替
わ
り
を
促
進
す
る
事
業
承
継
税
制
の
拡
充
等
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

■
所
得
拡
大
促
進
税
制
の
改
正
　

　
改
正
後
の
所
得
拡
大
促
進
税

制
は
、青
色
申
告
書
を
提
出
す
る

法
人
の
平
成
30
年
4
月
1
日
か

ら
平
成
33
年
3
月
31
日
ま
で
に

開
始
す
る
各
事
業
年
度
に
適
用

さ
れ
ま
す
。中
小
企
業
者
に
つ
い

て
、前
年
度
比
1
・
5
％
以
上
賃

上
げ
し
た
企
業
は
、前
年
度
か
ら

の
給
与
増
加
額
の
15
％
の
税
額
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

増
加
割
合
が
2
・
5
％
以
上
で
あ

る
場
合
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
、給
与
等
の
増
加
額
の

25
％
ま
で
控
除
税
額
が
増
加
し

ま
す
。

■
交
際
費
等
の
取
扱
い

　
交
際
費
等
の
損
金
不
算
入
制

度
に
つ
い
て
は
、適
用
期
限
が
2

年
延
長
さ
れ
ま
す
。1
人
当
た
り

5
0
0
0
円
以
下
の
接
待
飲
食

費
に
か
か
る
損
金
算
入
の
特
例
、

中
小
法
人
に
係
る
8
0
0
万
円

ま
で
の
損
金
算
入
の
特
例
に
つ
い

て
も
2
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

■
少
額
減
価
償
却
資
産
の
特
例

　
中
小
企
業
等
に
認
め
ら
れ
て
い

る
少
額
減
価
償
却
資
産
の
特
例

に
つ
い
て
2
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

従
来
通
り
取
得
価
額
30
万
円
未

満
の
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
、

年
間
で
3
0
0
万
円
ま
で
は
損

金
算
入
が
可
能
で
す
。

■
事
業
承
継
税
制
の
特
例

　
現
行
の
事
業
承
継
税
制
は
、事

業
承
継
に
係
る
株
式
の
評
価
額

の
80
％
に
対
す
る
相
続
税
が
納

税
猶
予
さ
れ
、次
の
承
継
人
へ
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
す
れ
ば
免
除
さ
れ
る

仕
組
み
で
す
。今
回
の
改
正
で
は
、

株
式
の
評
価
額
の
全
部
に
対
す

る
相
続
税
あ
る
い
は
贈
与
税
が

納
税
猶
予
さ
れ
る
ほ
か
、猶
予
対

象
の
株
式
の
制
限（
総
株
式
数
の

２
／
３
）が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。優
良
な
会
社
の
株

式
の
評
価
に
つ
い
て
は
20
％
で
も

税
負
担
が
決
し
て
軽
く
な
い
の
で
、

全
額
に
つ
い
て
納
税
猶
予
で
き
る

こ
と
は
画
期
的
で
す
。平
成
25
年

度
税
制
改
正
で
、雇
用
継
続
要
件

が
瞬
間
の
数
字
で
は
な
く
平
均
で

評
価
さ
れ
る
な
ど
、従
来
の
リ
ス

ク
の
大
部
分
が
解
消
さ
れ
て
い
た

の
で
、当
面
の
税
負
担
が
生
じ
な

く
な
る
こ
と
で
、ま
す
ま
す
使
い

や
す
く
な
り
ま
す
。な
お
、改
正

後
の
事
業
承
継
税
制
を
利
用
す

る
場
合
は
、平
成
30
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
35
年
3
月
31
日
ま
で

に
、特
例
承
継
計
画
を
都
道
府
県

に
提
出
し
て
、認
定
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
一
般
社
団
法
人
等
に
対
す
る
相

　
続
税

　
一
般
社
団
法
人
や
一
般
財
団
法

人
は
、出
資
者
が
い
な
い
の
が
特

徴
で
、そ
の
持
分
を
保
有
す
る
者

が
い
な
い
た
め
、一
般
社
団
法
人

等
が
保
有
す
る
財
産
に
は
、相
続

税
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
問
題

点
が
あ
り
ま
し
た
。平
成
30
年
度

税
制
改
正
で
は
、特
定
の
一
般
社

団
法
人
等
の
役
員
が
死
亡
し
た

場
合
に
、そ
の
一
般
社
団
法
人
等

の
純
資
産
を
同
族
役
員
の
数
で

除
し
て
計
算
し
た
金
額
を
、遺
贈

に
よ
り
取
得
し
た
も
の
と
し
て
、

そ
の
特
定
一
般
社
団
法
人
等
に
相

続
税
を
課
税
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。平
成
30
年
4
月
1
日
以

後
の
一
般
社
団
法
人
等
の
役
員
の

死
亡
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、平
成
30

年
3
月
ま
で
に
設
立
さ
れ
た
一
般

社
団
法
人
等
に
つ
い
て
は
、平
成

33
年
4
月
1
日
以
後
の一
般
社
団

法
人
等
の
役
員
の
死
亡
に
係
る

相
続
税
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
一
般
社
団
法
人
等
に
対
す
る
贈

　
与
等

　
個
人
か
ら
一
般
社
団
法
人
等
に

対
し
て
財
産
の
贈
与
等
が
あ
っ
た

場
合
に
、贈
与
税
等
の
負
担
が
不

当
に
減
少
す
る
結
果
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
、贈
与
税
が
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
明
確
化
さ
れ
ま

す
。平
成
30
年
4
月
1
日
以
後
の

贈
与
又
は
遺
贈
に
係
る
贈
与
税

又
は
相
続
税
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
小
規
模
宅
地
等
の
適
用
の
厳
格
化

　
持
ち
家
に
居
住
し
て
い
な
い
者

に
対
す
る
特
定
居
住
用
宅
地
等

の
特
例
に
つ
い
て
、①
3
年
以
内

に
、３
親
等
以
内
の
親
族
や
特
別

の
関
係
の
あ
る
法
人
が
所
有
す

る
家
屋
に
居
住
し
た
こ
と
が
あ

る
者
、②
相
続
開
始
時
に
お
い
て

居
住
し
て
い
た
家
屋
を
過
去
に

所
有
し
て
い
た
場
合
は
、適
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　
貸
付
事
業
用
宅
地
等
の
範
囲

か
ら
、３
年
以
内
に
貸
付
け
事
業

の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
等
が

除
外
さ
れ
ま
す
。平
成
30
年
4
月

1
日
以
後
の
相
続
又
は
遺
贈
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
給
与
所
得
控
除
の
縮
小

　
給
与
所
得
控
除
に
つ
い
て
は
、一

律
10
万
円
引
き
下
げ
、給
与
所
得

控
除
の
上
限
額
が
適
用
さ
れ
る

給
与
等
の
収
入
額
を
8
5
0
万

円
と
し
、そ
の
上
限
額
が
1
9
5

万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

■
公
的
年
金
等
控
除
の
縮
小

　
公
的
年
金
等
控
除
に
つ
い
て
は
、

一律
10
万
円
引
き
下
げ
、公
的
年
金

等
の
収
入
金
額
が
1
0
0
0
万
円

を
超
え
る
場
合
の
控
除
額
に
つ
い

て
は
、上
限
額
が
1
9
5
万
5
千

円
と
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、そ
れ
以

外
の
合
計
所
得
金
額
が
1
0
0
0

万
円
を
超
え
2
0
0
0
万
円
以

下
の
場
合
は
、上
記
控
除
額
を
10

万
円
引
き
下
げ
、そ
れ
以
外
の
合

計
所
得
金
額
が
2
0
0
0
万
円

を
超
え
る
場
合
は
、上
記
控
除
額

が
20
万
円
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

■
基
礎
控
除
の
改
正

　
基
礎
控
除
に
つ
い
て
は
、一
律
10

万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。た
だ

し
、合
計
所
得
金
額
が
2
4
0
0

万
円
を
超
え
る
個
人
に
つ
い
て
は
、

控
除
額
が
逓
減
し
、合
計
所
得
金

額
が
2
5
0
0
万
円
を
超
え
る

個
人
は
、基
礎
控
除
が
適
用
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
■
青
色
申
告
特
別
控
除
の
改
正

　
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
っ
て

記
録
し
て
い
る
者
に
対
す
る
青
色

申
告
特
別
控
除
が
現
行
の
65
万

円
か
ら
55
万
円
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。た
だ
し
、電
子
申
告
を

行
っ
て
い
る
場
合
等
に
は
、青
色

申
告
特
別
控
除
は
65
万
円
と
な

り
ま
す
。こ
れ
ら
の
所
得
税
の
改

正
は
、平
成
32
年
分
の
所
得
税
及

び
平
成
33
年
度
分
以
後
の
個
人

住
民
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
輸
出
物
品
販
売
場
制
度
の
見
直
し

　
免
税
販
売
手
続
き
に
つ
い
て
、

電
子
化
さ
れ
ま
す
。従
来
の
購
入

記
録
票
の
貼
付
、割
り
印
な
ど
の

事
務
手
続
き
が
不
要
に
な
り
、大

幅
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。平
成
32
年

4
月
1
日
以
後
の
販
売
分
か
ら

の
適
用
に
な
り
ま
す
。

■
簡
易
課
税
の
業
種
区
分
の
変
更

　
農
林
水
産
業
の
う
ち
、軽
減
税

率
が
適
用
さ
れ
る
食
用
の
農
林

水
産
物
を
生
産
す
る
事
業
は
第

2
種
事
業
と
な
り
ま
す
。平
成
31

年
10
月
1
日
を
含
む
課
税
期
間

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
森
林
環
境
税（
仮
称
）の
創
設

　
平
成
36
年
度
よ
り
、国
内
に
住

所
を
有
す
る
個
人
に
対
し
て
年

額
1
0
0
0
円
を
、個
人
住
民
税

と
合
わ
せ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

■
国
際
観
光
客
税（
仮
称
）の
創
設

　
国
外
へ
観
光
で
出
国
す
る
際
に
、

出
国
1
回
に
つ
き
1
0
0
0
円

が
課
税
さ
れ
ま
す
。平
成
31
年
1

月
7
日
以
後
の
出
国
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

■
た
ば
こ
税
の
見
直
し

　
国
及
び
地
方
の
た
ば
こ
税
の

税
率
を
１
本
あ
た
り
３
円
引
上
げ
。

平
成
30
年
10
月
１
日
よ
り
１
本
あ

た
り
１
円
ず
つ
３
段
階
に
分
け
て

実
施
さ
れ
ま
す
。ま
た
、加
熱
式

た
ば
こ
の
課
税
区
分
を
新
設
し

た
上
で
、そ
の
製
品
特
性
を
踏
ま

え
た
課
税
方
式
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

■
国
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付

　
国
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
つ
い

て
、自
宅
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
出
力

す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。平
成
31

年
1
月
4
日
以
後
の
納
付
か
ら

適
用
可
能
で
す
。

■
大
法
人
に
対
す
る
電
子
申
告
の

　
義
務
化

　
大
法
人
の
法
人
税
及
び
地
方

法
人
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、電

子
申
告
に
よ
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。添
付
書
類
に
つ
い

て
も
、電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
す
る
方
法
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等

に
よ
る
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。平
成
32
年
4
月
1
日
以
後

に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

法
人
税
関
係

相
続
税
関
係

所
得
税
関
係

消
費
税
関
係

そ
の
他

東
京
法
人
会
連
合
会

☆
記
事
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は…

Ｔ
Ｓ
Ｋ
税
理
士
法
人

税
理
士
　
飯
田 

聡一郎

TEL 

０
３‒

５
３
６
３‒

５
９
５
８

FAX 

０
３‒

５
３
６
３‒

５
４
４
９

HP http://w
w
w
.iida-offi

ce.jp/

中
小
企
業
向
け
租
税
特
別
措
置
の
延
長
と

　
　
　
事
業
承
継
税
制
が
拡
充
さ
れ
る
！

平
成
30
年
度 

税
制
改
正
大
綱

法
人
会
の
改
正
要
望
実
現
へ
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▽こちらに表記されている「消費税」は「消費税及び地方消費税」を示しています。

○ 消費税の中間申告・納付回数が年３回の平成 27 年３月決算法人のケース（イメージ）

☞ 消費税率 ５％のケース

前期 当期 

消費税額 

① 

１回 

②（①/４） 

３回合計 

③（②×３） 

課税標準額 

④ 

消費税額 

⑤（④×５％） 

確定申告額 

⑥（⑤－③） 

600 万円 150 万円 450 万円 12,000 万円 600 万円 150 万円 

☞ 消費税率 ８％への移行時

前期 当期 

消費税額 

① 

１回 

②（①/４） 

３回合計 

③（②×３） 

課税標準額 

④ 

消費税額 

⑤（④×８％） 

確定申告額 

⑥（⑤－③） 

600 万円 150 万円 450 万円 12,000 万円 960 万円 510 万円 

（※）「基準期間」とは、原則として、個人事業者についてはその年の前々年、法人については 
     その事業年度の前々事業年度をいいます。 

消費税の納税は期限内に
～ ～

消費税及び地方消費税の税率は、 ８ ％ です。 基準期間（※）の課税売上高が1,000 万円を

超える事業者は、課税事業者として消費税及び地方消費税の申告・納付が必要です！ 

期限内に納付するためには？ 

消費税は、商品の販売やサービスの提供などの取引に対して広く公平に課税される税で、 

消費者が負担し事業者が納付します。 

取引に係る消費税額を積み立てておくことが大切ね！ 

つまり 

例えば、消費税率が５％から８％になった際には、中間申告・納付額は直前の課税期間の

消費税額が基準となるため、確定申告額が一時的に前年度より大幅に増加したケースも

社長、消費税の積立て 
はじめましょう！ よ～し、 

はじめよう！ 

納税準備 

預金等 

麻布税務署 

【参考】 

広告

　麻
布
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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前
回
で
は
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、制
度
の
大
枠
に
つ
い
て
お

話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、制
度
の
趣
旨
と
基
本
理
念
に
つ
い
て
少
し
触
れ
さ
せ
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
は
平
成
１
２
年
４
月
に
そ
の
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。そ
れ
は
精
神
上
の
障
害
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
々
を
保
護
す
る
為
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
精
神
上
の
障
害
と
は
、認
知
症
、知
的
障
害
、精
神
障
害
、自
閉

症
、脳
の
損
傷
又
は
疾
患
に
起
因
す
る
も
の
等
を
い
い
、判
断
能
力

と
は
、売
買
や
贈
与
等
を
す
る
際
に
、そ
の
行
為
が
自
分
に
と
っ
て

有
利
か
不
利
か
、適
正
か
不
適
正
か
等
を
考
え
る
の
に
必
要
な
精

神
能
力
を
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
症
状
が
認
め
ら
れ
る
方
々
は
、一
般
的
に
自
己
の
権

利
・
利
益
を
自
分
の
判
断
で
行
使
し
た
り
、守
っ
た
り
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
方
々
の
権
利・利
益
を
守
る
と
い
う
仕
組
み
が
成
年
後

見
制
度
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、こ
こ
で
言
う
権
利
・
利
益
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
範
囲
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
例
え
ば
所
有
し
て
い
る
不
動
産
の
維
持
管
理
を
自
己
の
判
断
で

帰
結
で
き
る
場
合
は
問
題
な
い
の
で
す
が
、上
記
の
理
由
等
に
よ
り

維
持
管
理
が
自
己
の
判
断
で
十
分
に
行
え
な
い
場
合
、現
預
金
の

管
理
を
自
己
の
判
断
で
十
分
に
行
え
な
い
場
合
、相
続
の
遺
産
の
分

割
を
行
う
際
、誰
が
ど
の
資
産
を
取
得
す
る
と
い
う
遺
産
分
割
協

議
を
行
う
場
合
、介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
へ
の
入
所
の
際
に
契
約
を

取
り
交
わ
す
場
合
、特
殊
詐
欺
を
は
た
ら
く
者
が
こ
れ
ら
の
方
々
を

騙
そ
う
と
し
よ
う
と
す
る
場
合
等
の
状
況
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、自
己
の
判
断
が
十
分
に
出
来
な
い

方
々
の
権
利・利
益
を
守
ろ
う
と
い
う
趣
旨
の
制
度
で
す
。

そ
れ
で
は
、こ
の
制
度
は
ど
の
様
な
基
本
理
念
に
基
づ
い
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　
１
つ
目
は「
残
存
能
力
の
活
用
」で
す
。そ
の
人
に
現
在
残
っ
て
い

る
能
力
を
維
持
し
、最
大
限
活
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

２
つ
目
は「
自
己
決
定
権
の
尊
重
」で
す
。出
来
る
限
り
そ
の
人
の
意

思
に
よ
る
物
事
の
決
定
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。３
つ
目

は「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
う
考
え
方
で
す
。障
害
の
あ
る

人
も
家
庭
や
地
域
で
通
常
の
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

社
会
を
作
ろ
う
と
い
う
理
念
に
基
づ
く
考
え
で
す
。

　
こ
う
し
た
趣
旨
及
び
基
本
理
念
に
基
づ
い
て
成
年
後
見
制
度
は

創
設
さ
れ
た
訳
で
す
が
、わ
が
国
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
は
現
状

そ
れ
を
利
用
す
る
人
が
少
な
く
、か
つ
、今
後
増
え
て
い
く
高
齢
者

を
支
え
る
そ
の
担
い
手（
後
見
人
と
な
る
人
）の
不
足
等
と
い
う
現

実
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、国
は「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
法
」と
い
う
法
律
を
成

立
さ
せ
、平
成
28
年
5
月
に
施
行
さ
せ
ま
し
た
。こ
の
制
度
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、こ
の
法
律
は
促
進
を
促
す
た
め
の
も
の
で
、現
在
の
成

年
後
見
事
務
を
具
体
的
に
変
更
す
る
と
い
う
内
容
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
む
し
ろ
、こ
れ
と
同
時
に
成
立
し
た「
成
年
後
見
の
事
務
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
の
民
法
お
よ
び
家
事
事
件
手
続
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」の
ほ
う
が
、実
務
事
務
等
に
お
い
て
重
要
な
も
の
と
な

り
ま
す
。

現
在
の
法
律
で
は
、①
財
産
管
理
の
た
め
の
郵
送
物
の
転
送
な
ど

郵
送
物
の
管
理
事
務
②
死
後
の
葬
儀
手
配
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
に
対

し
て
成
年
後
見
人
に
そ
の
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
そ
の
対
処
に
不
具
合
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
に
つ
い

て
、正
式
に
成
年
後
見
人
の
権
限
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
為
、実
務

事
務
等
に
お
い
て
う
ま
く
対
処
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、当
法
律
を
根
拠
と
し
て
、成
年
後
見
人
が

堂
々
と
そ
の
権
限
に
基
づ
い
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
制
度
が
創
設
さ
れ
、運
用
し
て
い
く
過
程
で
様
々
な

問
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、そ
の
都
度
問
題
を
解
決
す
べ
く
、

様
々
な
法
律
が
施
行
さ
れ
た
り
、改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

成年後見制度の
趣旨と基本理念

2

税理士荒木 俊光
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リビエラ青山にて青山支部の「遅ればせながら･･･
新年を祝う会」が開催されました。当日は、落語家
の林家つる子さんをお招きして、青山支部の会員
の方、未会員の方も含め、50名の方々にご参加い
ただき、大変盛大な会となりました。
水野支部長の「明けましておめでとうございます」
のご挨拶で宴会がスタートし、暫くご歓談の後、林
家つる子さんが登場しました。落語の落ちの種類
は仕草落ち、まあぬけ落ちなど、なんと22種類あ
るそうです。
その中でご披露いただきましたのは、世の中に知
らない事はないという男の話。矢がかーんと当たっ
てヤカンになったとこれは何落ちでしょうか?ま
た、つる子さんの「かっぽれ」もご披露頂きました。
青山支部恒例になりつつある、テーブル対抗の「な
ぞかけ」も行いました。テーマは「オリンピック」。皆
様知恵を絞って考え、つる子さんもびっくりの好、
珍作品で、会場は笑いに包まれました。
優勝は、「オリンピックと掛けまして、有楽町と解く。
その心は、どちらも次は東京」とつる子さんもびっく
りの見事な作品でした。
最後は、後藤副会長のなぞかけテーマオリンピック
に掛けた、「仕事で心の中に金メダルを取って欲し
い」というお言葉で幕を閉じました。

青山支部　米岡 史朗

於:東松山カントリークラブ

氏名 法人名 グロス HC ネット

優勝 上松 孝 (株)WORLD DREAM 88 22 66

2位 渡部 真也 （株）アイザック 92 26 66

3位 菅井 栄子 （有）ジー・イー・エス 105 34 71

女子優勝 菅井 栄子 （有）ジー・イー・エス 105 34 71

B.G　 　藤田　政嗣　73
女子ＢＧ　鈴木　京子　92
参加者３４名（初参加２名）

過日は透き通った空気と綺麗な青空の元、ゴ
ルフ好きの面々が揃い楽しい一日を過ごしま
した。
ご覧の通りスタート前の写真だけにどの顔も
今日のプレーへの期待感とコースに繰り出す
楽しみとで屈託のない笑顔です。また今回も多
数の女性ゴルファーに参加いただき華やいだ
雰囲気となりました。どなたでもご参加いただ
ける同好会ですのでご興味のある方は事務局
にお問い合わせください。　

渡辺由紀子

活動
報告

第197回　
麻布法人会ゴルフ大会

ゴルフ同好会

2017年11月29日

新年を祝う会
青山支部

3月1日、毎年恒例のボウリングパーティーを
開催致しました。場所はザ・プリンス　パーク
タワー東京内にあるボウリングサロンです。
12レーンのボウリング場にはバーカウンター
があり、お酒を飲みながらボウリングを楽し
むことができます。この大人の空間のボウリン
グ場が非常に人気で、今年で3回目の開催と
なりました。1レーン5名まで投げられるとい
う特徴もあり、待ち時間が通常より長い分、
より交流が深まります。スペアやストライクの
時にはハイタッチが飛び交い、笑顔あふれる
ボウリングとなりました。　　　

終了後には会場をレストラン「メロディーライ
ン」に移して、懇親会と表彰式を行いました。
スポーツを通じて自然に打ち解けることがで
きるので、非常に盛り上がる懇親会となりま
した。表彰式ではたくさんの会員企業に協賛
品のご協力をいただき、参加された全員に賞
品をお渡しすることができました。
厚生委員会ではこれからも楽しく交流できる
イベントを企画・開催して参りますので、皆様
奮ってご参加ください。

厚生委員会　内田 泰介

ボウリングパーティー
厚生委員会

2018年3月1日

2018年2月22日
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早くも都内に桜の開花宣言を迎える中、六本木ヒルズク
ラブ51Fにて2回目となった「麻布ビジネス交流会」を開
催しました。
今回講演を
いただいた
のは「世界が
認めた100
人」にも選ば
れ、エアロコンセプトブランドを作った職人 菅野敬一様
です。菅野様の祖父が麻布に創業した精密板金加工工場

「菅野製作所」に入社。 父の後を継ぎ3代目社長に就任
したものの2年後にはバブル 崩壊に伴い倒産。 その後、
取引先の協力などもあり再建。 「死ぬまでに自分の欲し
いものを作ろう」との信念を貫き、「エアロコンセプト」 と
いうブランドを開発。 菅野様の作る航空機部品の技術
を応用した鞄や各種ケースは、モナコ国王、ウェストミン
スター公、ジョージ・クルーニー、ロバート・デニーロなど
ハリウッドスター、世界の著名人、セレブ層から高い評価
を得ています。
麻布法人会歴代サンエー・クラブ会長でもあり、麻布法
人会とは大変にご縁のある方です。現在ではエアロコン
セプト社にて創造されるその独特のプライスレスな部分
への拘わりやプロダクト作りへの遊び心がそのユニーク
なデザインを生み出している話！ブレない職人魂の話！な
ど、ここでしか聞けない大変貴重なお話を沢山聞かせて
いただきました。
また、第二部にて行われたディスカッションも大変盛り上
がりました。
懇親会でのビッフェもとても美味しく、多くの方と様々
なお話や意見交換をし、楽しい時間を過ごす事ができ
ました。

組織委員会　後藤 浩

第2回
麻布ビジネス交流会　

組織委員会
ここ数年で恒例イベントとなりました

「屋形船deお花見」を開催致しまし
た。
参加人数は４９名となり、大型の屋
形船一船を貸し切る事ができた為、
会員同士の交流や、また入会希望者
へ日頃の法人会活動のご案内なども
することができ、大変意義のあるイベ
ントとなりました。
新鮮なお刺身や定番のあつあつおで
んを堪能し、また恒例のカラオケも

大いに盛り上がり、交流を深めた夜
でした。
ご参加いただいた麻布法人会会員
の皆様、未会員の方、並びに船宿辰
金様に感謝申し上げます。
来年からも、４月に恒例イベントとして

「屋形船deお花見」を開催予定です
ので、今年ご参加出来なかった皆様
も、是非ご参加お待ちしております。

サンエー・クラブ事業委員会
塩谷 征市

第３回
屋形船deお花見　

サンエー・クラブ

2018年4月3日 2018年3月22日

今回、一番印象的だったのは、「絵はがきコン
クール」の表彰式です。
入賞した子供達がコンクールが始まって以
来初めての試み=会に出席し、直に表彰状を
受けとるというセレモニーです。
小池百合子都知事も駆けつけて下さり、彼女
の手より表彰状が一人一人に丁寧に渡され
ました。
作品の素晴らしさと子供達の緊張しつつ、誇
らしげな表情を見たときに、先輩方がこつこ
つと積み上げてこられた取組が少しづつ認め
られ、今日の華 し々い日に至ったことを改めて
感じ、ティー・クラブメンバーとして、この事業
は継承し大切にしていかなくてはならないと
感じました。
我らが鈴木前・ティー・クラブ部会長、現・東
法連女連協会長の堂々たるお姿にも、学ばせ
ていただくことが多く、有意義な会に出席で
きたことをとても感謝致します。

ティー・クラブ幹事　木村 志保

東法連女性部会全体連絡会議
ティー・クラブ

2018年3月12日
京王プラザホテル
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　　　　　　平成29年11月〜30年２月　23法人入会新会員の
ご紹介

法人名 氏名 連絡先住所 連絡先TEL 業種 入会月

（株）スペシャル腕 武富ゆうすけ 港区麻布十番３ -２ -７ 03-3452-1910 整体・頭蓋骨矯正・ヘッドスパ・トレーニングジム
11月塚越 萌 港区南青山２ -２６ -１ -７Ｆ 生命保険業

菅野 弘一 港区白金台３ -１７ -４ 03-3445-8211 東京都議会議員
D.C.TRAINING　JAPAN（株） 小櫃 智子 港区赤坂２ -１９ -８ 教育（研修）

12月

西武信用金庫　原宿支店 小町 孝 渋谷区神宮前４ -３０ -４ 03-3479-1111 金融
トリックスターエンターテイメント（株） 新井 勝久 港区虎ノ門５ -１１ -１ 03-6402-3858 ステージエンターテイメント主催・劇場管理
小森聡史税理士事務所 小森 聡史 港区麻布台３ -５ -５ 03-6884-8673 税理士

中尾 剛 和光市南１ -１３ -１０ 048-424-5068 デザイン（DTP・グラフィック）
（株）ＤＥＸ 翠川 悠輝 港区南青山２-２-１５ -１４０３ 03-6869-6215 HP制作
（株）スペースシャワーネットワーク 近藤 正司 港区六本木３丁目１６ -３５ 03-3585-3242 情報通信業
（株）プラム 氏家 重行 港区北青山１ -４ -１ -６１４ 03-6438-9237 不動産業・売買仲介・買取
Ｗ．Ｐ．Ｄ．パブリッシング　（同） 中嶋 由可子 港区西麻布３ -２４ -１７ 03-6438-9769 翻訳出版・イベント業

エキサイト（株） 今川 聖 港区南麻布３ -２０ -１ 03-6450-2079 インターネット情報サービス

伊藤忠インタラクティブ（株） 太田 英利 港区南麻布３丁目２０番１号 03-6408-1770 ＩＴ・通信・インターネット
入江 のぶこ 港区赤坂１ -１２ -３２ -１２Ｆ 03-4360-9299 東京都議会議員

（株）Sunny Sunny　Sunday 吉原 龍雄 港区西麻布３ -１９ -３ -３F 03-6874-1481 ITマーケティング・映像制作
1月Ｕｎ　ｃｏｕｐ 飯野 瑞樹 港区南麻布４ -２ -４９ 03-6277-0889 フランス料理店（ビストロ）

（株）ライドコア 柏瀬 智昭 船橋市夏見５ -１０ -２８ 047-411-4005 情報システム・ITコンサルティング
（株）Ｒｅ 小野 徹也 港区芝１ -９ -９ 03-6809-4592 リフォーム・修繕・損害保険活用コンサル業

2月

（株）ナガオカトレーディング 長岡香江 渋谷区千駄ヶ谷４ -３ -２ 03-3479-8181 オーディオアクセサリー卸売業
（弁）春田法律事務所 春田 藤麿 港区六本木５ -１８ -２１ 03-5114-6796 法律事務所
有澤工業 有澤 幸朗 港区六本木３ -１８ -２ 建設業
アトム（株） 吉岡 和美 港区赤坂２ -１６ -６ 03-6403-4492 訪問介護

    身体障害者手帳等をお持ちの方へ
　 自動車税の減免申請はお済みですか？ 
　身体障害者手帳等をお持ちの方で、一定の要件を満たす
場合、自動車税・自動車取得税の減免を受けられる制度が
あります。
　納期限の５月３１日（木）まで（新たに自動車を取得した
場合は登録（取得）日から１ヶ月以内）に申請が必要です。
都税事務所、都税支所、支庁、自動車税事務所、都税総合
事務センターのいずれかへ申請してください。詳細は、ＨＰ
または下記問合せ先へ

問：自動車税コールセンター　03(3525)4066

    ５月は自動車税の納期です

　自動車税は、毎年４月１日現在、自動車検査証（車検証）
に記載されている所有者（割賦販売の場合は使用者）の方
に課税されます。
　平成３０年度の自動車税納税通知書は、５月１日（火）
に発送します。５月３１日（木）までに金融機関、コンビ
ニエンスストア等でお納めください。
詳細は、ＨＰまたは下記問合せ先へ

問：自動車税コールセンター　03(3525)4066

    車検時の自動車税納税証明書の
    提示が省略できます！

　継続検査・構造等変更検査（車検）を受ける運輸支局・自
動車検査登録事務所において、自動車税の納税確認を電子的
に行うことが可能になっています。そのため車検時に必要とな
る納税証明書の提示を省略できます。また、納税証明書紛失

時の再交付申請も不要になっています。
　ただし、納付後、運輸支局・自動車検査登録事務所にて納
税確認ができるまで、最大で１０日程度かかります。

問：主税局徴収部徴収指導課収入管理指導班　
03(5388)2984
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　昨年１０月号から本誌の編集に携
わらせて頂いています。本誌を通じて
法人会の意義や活動をお伝えするこ
とのお役に立てればと思います。
　私たちの生活は日々、人に何かを

「伝える」ことの連続ですが、伝えた
つもりでも、実際にどこまで相手の方
に「伝わる」かは、なかなか難しい問
題です。仕事上、クライアントの方に
様々なことを日々お伝えしています
が、専門家としての考えを「伝える」こ
とに意識が行く余り、クライアントへ
の観察が疎かになっては「伝わる」こ
とは覚束ないことになります。伝える
ことは相互のコミュニケーションの
一部に過ぎないと肝に銘じ、やはり
相手の話しを聞き、よく観察すること
を意識する様にしています。
　「広報」という活動にも通ずるもの
があり、会員の方と日々接する際に
は、法人会に対する意見や要望を察
するアンテナを持っていようと思う
昨今です。

広報委員　田中 博尊

青
山
通
り
を
、赤
坂
方
向
か
ら
渋
谷
方
向
に
進
み
、南
青
山
三
丁
目
の
交
差
点
の
手
前
を
左
に

入
る
路
地
が
あ
り
ま
す
。梅
窓
院
の
脇
を
通
り
、外
苑
西
通
り
を
跨
い
で
、同
通
り
に
沿
っ
て

南
青
山
か
ら
西
麻
布
へ
と
南
下
し
、南
麻
布
ま
で
続
き
ま
す
。先
ほ
ど「
跨
い
で
」と
書
き
ま
し
た
が
、

地
図
を
見
る
と
、ど
う
も
元
々
あ
る
こ
の
小
道
が
、後
か
ら
造
ら
れ
た
外
苑
西
通
り
や
六
本
木
通
り
に

「
跨
が
れ
て
い
る
」よ
う
に
見
え
ま
し
て
、気
に
な
り
ま
す
ね
え
。

　
実
は
昔
、笄（
こ
う
が
い
）川
と
い
う
川
が
流
れ
て
い
た
場
所
だ
そ
う
で
す
。港
区
役
所
の
資
料
に
よ

り
ま
す
と
、梅
窓
院
付
近
の
他
、根
津
美
術
館
に
も
水
源
が
在
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。笄
川
は
大
正
12
年

（
１
９
２
３
年
）に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
の
復
興
事
業
で
、昭
和
12（
１
９
３
７
年
）に
大
部
分
が
、

さ
ら
に
大
戦
後
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
後
に
は
全
て
暗
渠
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
笄
川
と
い
う
と
、麻
布
笄
町
や
笄
橋
を
思
い
出
さ
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、今
回
は
青
山

編
と
い
う
こ
と
で
、南
青
山
三
丁
目
で
撮
影
致
し
ま
し
た
。路
地
の
西
側
が
結
婚
式
場
施
設「
リ
ビ
エ

ラ
青
山
」に
接
し
て
い
る
場
所
で
、写
真
の
奥
側
が
麻
布
方
向
、撮
影
位
置
の
背
中
側
が
外
苑
西
通
り

を
挟
ん
で
青
山
方
向
で
す
。

　
か
っ
て
の
笄
川
の
跡
は
、
今
で
は
道
路
と
し
て
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
役
立
っ
て
お

り
ま
す
。

山本閉留巳 広報委員長

●
口
座
振
替
に
よ
る

　
会
費
納
入
の
お
願
い

　
会
費
は
そ
の
年
度
分
（
４
月
〜
翌
年
３
月
、

途
中
入
会
は
月
割
り
）
を
一
括
に
て
、
ご
指

定
の
金
融
機
関
よ
り
口
座
引
落
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
皆
様
か
ら
集
め
ま
し
た
会
費
は
、
そ

の
年
度
の
会
の
運
営
資
金
と
な
り
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
口
座
引
落
を

ご
選
択
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
当
年
度
分

の
振
込
用
紙
を
発
送
い
た
し
ま
す
。

●
移
転
そ
の
他
変
更
が
生
じ
た
ら

　
住
所
変
更
や
社
名
、
代
表
者
様
の
変
更
等

が
生
じ
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

笄川の跡
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